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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第51期

第２四半期連結
累計期間

第52期
第２四半期連結
累計期間

第51期
第２四半期連結
会計期間

第52期
第２四半期連結
会計期間

第51期

会計期間

自  平成20年
      ４月１日
至  平成20年
      ９月30日

自  平成21年
      ４月１日
至  平成21年
      ９月30日

自  平成20年
      ７月１日
至  平成20年
      ９月30日

自  平成21年
      ７月１日
至  平成21年
      ９月30日

自  平成20年
      ４月１日
至  平成21年
      ３月31日

売上高 (百万円) 41,123 43,414 21,231 22,446 89,614

経常利益又は
経常損失(△）

(百万円) △789 658 △39 526 999

四半期純利益
又は四半期(当期)純損
失(△）

(百万円) △3,013 461 △1,930 427 △625

純資産額 (百万円) ― ― 32,413 34,623 34,025

総資産額 (百万円) ― ― 81,919 82,285 82,354

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,331.111,421.881,397.34

１株当たり四半期
純利益金額又は
四半期(当期)純損失金
額(△）

(円) △123.75 18.97 △79.29 17.55 △25.70

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 39.6 42.1 41.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,622 2,463 ― ― 5,321

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,651 △370 ― ― △387

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,040 △529 ― ― △3,469

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 3,322 7,449 5,855

従業員数 (名) ― ― 2,025 1,771 2,016

(注) １　連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標の推移については記載を省略しております。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　従業員数は、就業人員数を表示しております。

４　第51期第２四半期連結累計（会計）期間及び第51期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

については、１株当たり四半期（当期）純損失金額であり潜在株式が存在しないため記載しておりません。ま

た、第52期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間における、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 1,771（404）

(注) １　従業員数は、当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含む

就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)でありま

す。

３　臨時従業員には、パートタイマー、アルバイト及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 286（68）

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー、アルバイト及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。
　
　

(2) 受注実績

該当事項はありません。
　
　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　なお、以下の表の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

事業の種類別セグメント

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

金額(百万円) 金額(百万円)

カー用品等販売事業 20,728 20,847

賃貸不動産事業 502 1,599

合計 21,231 22,446

(注) １　第１四半期連結会計期間より、グループ企業に対する賃貸不動産事業において発生する収益に関し、従来の表

示科目である「グループ店店舗等賃貸収入」（営業外収益）から「売上高」に、計上方法の変更をいたしま

した。この変更に伴う当第２四半期連結会計期間の売上高の影響額は、11億9百万円（増加）となっておりま

す。

　

２　部門別売上高は次のとおりであります。

部門別

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

卸売部門 11,79155.5 12,92857.6

小売部門 8,914 42.0 7,903 35.2

その他 525 2.5 1,614 7.2

合計 21,231100.0 22,446100.0

(注)　賃貸不動産収入は「その他」に含まれております。
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３　品目別売上高は次のとおりであります。

品目別

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

タイヤ・ホイール 6,923 32.6 6,407 28.6

オーディオ・ビジュアル 5,038 23.8 5,955 26.5

洗車・オイル・ケミカル 2,250 10.6 2,179 9.7

機能用品 2,720 12.8 2,515 11.2

車内・車外用品 1,428 6.7 1,126 5.0

その他 2,870 13.5 4,260 19.0

合計 21,231100.0 22,446100.0

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。

　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

 (1)経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間における我が国の経済は、輸出の回復など一部では景気回復の兆しが見られ

るものの、設備投資の減少や企業業績の悪化に伴う雇用不安や所得減少への懸念が依然として強く、景気の

先行き不透明感が続いております。

当業界におきましては、政府による高速道路料金値下げ、エコカー減税等の景気対策を背景に、ＥＴＣ車

載器特需を中心とした物販・メンテナンスサービス需要増などの追い風がありました。一方、国内における

新車販売は依然として低水準で推移していることから、自動車整備需要における企業間競争がさらに激し

さを増すなど、厳しい経営環境が続きました。

当社グループは、このような事業環境において、引き続き主力事業であるカー用品販売事業の拡大を図る

べく、タイヤ等消耗品販売の増強および車検・カーメンテナンス等サービス部門の強化を推進し、店舗粗利

率の向上を図ってまいりました。また、人員適正化や全社的なコスト管理の徹底に取り組むことで、財務体

質の改善に努めてまいりました。

当第２四半期連結会計期間の売上高は、ＥＴＣ車載器販売が好調に推移したことに加え、各種営業施策・

店舗指導強化による店舗売上の向上、および賃貸不動産部門の計上方法の変更を行なった結果、前年同四半

期比12億14百万円（5.7％）増加し、224億46百万円となりました。

　売上総利益は、店舗譲渡や閉店よる大幅な減少があったものの、仕入原価の低減を目的とした仕入先の見
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直し等を行なった結果、前年同期比１億48百万円（2.6％）減少の55億58百万円となりました。

　また、直営店の店舗譲渡に伴う設備費と人件費の減少により、販売費及び一般管理費が前年同期比10億円

（16.6％）減少した結果、営業利益は５億19百万円で前年同期比８億52百万円の増益、経常利益は５億26百

万円で前年同期比５億65百万円の増益、四半期純利益につきましては、前年同期比23億58百万円増益の４億

27百万円となりました。

　

売上高の部門別内訳につきましては、卸売部門は129億28百万円で前年同四半期比11億36百万円

（9.6％）の増収、小売部門は79億３百万円で前年同四半期比10億10百万円（11.3％）の減収となりまし

た。

　

当第２四半期連結会計期間の事業の種類別セグメント別の概要は次の通りであります。

 

（カー用品等販売事業）

当第２四半期連結会計期間の出退店の状況につきましては、平成21年７月に連結子会社である（株）

オートテック運営の世田谷若林店（東京都）を開店いたしました。また、９月に福岡小田部店（福岡県）を

開店いたしました。

その結果、当第２四半期連結会計期間末の国内店舗数は直営店59店舗、子会社店65店舗、グループ店361店

舗の計485店舗となりました。また、当第２四半期連結会計期間末の海外店舗数は20店舗であり、国内・海外

を合わせた総店舗数は505店舗となりました。

当第２四半期連結会計期間におけるカー用品等販売事業の売上高は208億47百万円で前年同四半期比１

億18百万円（0.6％）の増収となりました。営業利益につきましては４億12百万円で前年同四半期比８億49

百万円の増益となりました。

　

（賃貸不動産事業）

当第２四半期連結会計期間の賃貸不動産事業の売上高は、15億99百万円で前年同四半期比10億96百万

（218.2％）の増収となりました。営業利益につきましては、１億６百万円で前年同四半期比３百万円の増

益となりました。

　なお、第１四半期連結会計期間より、グループ企業に対する賃貸不動産事業において発生する収益に関し、

従来の表示科目である「グループ店店舗等賃貸収入」（営業外収益）から「売上高」に、計上方法の変更

をいたしました。この変更により従来の方法によった場合と比較して当第２四半期連結会計期間の売上高

は、11億9百万円増加しております。

　

　

 (2)財政状態の分析

①資産

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、324億７百万円（前連結会計年度末315億66

百万円）となり、８億40百万円増加いたしました。これは主に現金及び預金が15億93百万円増加する一

方、たな卸資産が６億54百万円減少したことによるものです。また、固定資産の残高は9億9百万円減少し、

498億77百万円（前連結会計年度末507億87百万円）となりました。結果総資産残高は822億85百万円(前

連結会計年度末823億54百万円)となりました。
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②負債

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、374億７百万円（前連結会計年度末365億19

百万円）となり、８億87百万円増加いたしました。これは主に一年以内に償還予定の社債が30億円増加

（固定負債からの20億円の振替を含む）する一方、短期借入金の15億42百万円の減少のほか支払手形及

び買掛金等が減少したことによるものです。また、固定負債の残高は102億54百万円（前連結会計年度末

118億9百万円）となり、15億54百万円減少いたしました。これは主に社債20億円が一年以内償還予定とし

て流動負債へ振替になったことによるものです。結果負債残高は476億62百万円(前連結会計年度末483億

29百万円)となりました。

③純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、346億23百万円（前連結会計年度末340億25百

万円）となり、５億97百万円増加いたしました。これは主に四半期純利益を４億61百万円計上したことに

よります。

 

 (3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前年同四半期連

結会計期間に比べ41億26百万円増加し、74億49百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は、前年同四半期連結会計期間に比べ１億31百万円減少しました。これは主に、売

上債権の増減額が２億84百万円増加し、仕入債務の増減額が３億63百万円減少したことによります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は、前年同四半期連結会計期間に比べ13億93百万円増加しました。これは主に、投

資有価証券の取得による支出が６億４百万円、貸付金の貸付による支出が１億59百万円、無形固定資産

の取得による支出が１億90百万円それぞれ減少したことによります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は、前年同四半期連結会計期間に比べ14億52百万円増加しました。これは主に、社

債等の発行による収入が10億円、長期借入金の借入による収入が11億円増加し、短期借入金の純増減額

が９億５百万円減少したことによります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

や新たに生じた課題はありません。

 

（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備の重要な移動は次のとおりであります。

　

提出会社

当第２四半期連結会計期間に以下の設備を取得いたしました。

　

事業所名 所在地
事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容

帳簿価額(百万円)

従業員数
(名)建物及び

構築物

機械装置
及び
運搬具

土地
(面積㎡)

リース
資産

その他 合計

世田谷区
店舗賃貸
物件

東京都
世田谷区

カー用品等
販売事業

店舗設備 ― ― ― 133 ― 13311(4)

(注)  １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　従業員数には臨時従業員を含んでおらず、従業員数欄の(　)書は臨時従業員の員数(外数)であります。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画は以下のと

おりです。

 

提出会社

事業所名 所在地
事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定金額
資金調
達方法

着手及び
完成予定 完成後の

増加能力
（百万円）総額

(百万円)
既支払額
(百万円) 着手 完了

山口市テナント物件
山口県
山口市

賃貸不動産
事業

店舗設備 180 2
借入金
及び
自己資金

平成21
年10月

平成22
年３月

賃貸収入　21
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 53,033,745

計 53,033,745

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,961,57324,961,573
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数　100株

計 24,961,57324,961,573 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年９月30日 ─ 24,961,573 ─ 15,072 ─ 9,075
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(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社　幸栄企画 東京都目黒区自由が丘３－18－17 3,100 12.41

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海１－８－11 1,369 5.48

鍵山　秀三郎 東京都目黒区 1,166 4.67

イエローハット共和会 東京都中央区日本橋馬喰町１－４－16 1,090 4.36

鍵山　幸一郎 神奈川県横浜市青葉区 900 3.60

イエローハット共栄会 東京都中央区日本橋馬喰町１－４－16 665 2.66

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 495 1.98

イエローハット従業員持株会 東京都中央区日本橋馬喰町１－４－16 444 1.78

鍵山　啓子 東京都目黒区 347 1.39

富士火災海上保険株式会社 大阪府大阪市中央区南船場１－18－11 342 1.37

計 ― 9,923 39.75

(注)　1　上記以外の所有株式の状況といたしまして、当社は自己株式590千株（2.36％）を所有しております。

2　上記の所有株式数のうち、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式1,369千株は信託業務に係

る株式数であります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式） 
 普通株式 590,600
（相互保有株式）
普通株式  79,400

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株24,263,200 242,632 同上

単元未満株式 普通株    28,373― 同上

発行済株式総数 24,961,573― ―

総株主の議決権 ― 242,632 ―

(注)　上記「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞれ500

株（議決権５個）及び55株含まれております。

　

　

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　　　株式
会社イエローハット

中央区日本橋馬喰町
１－４－16

590,600 ― 590,600 2.36

（相互保有株式）　　　　　株式
会社ホットマン

仙台市太白区西多賀
４－４－17　　　　　　

79,400 ― 79,400 0.32

計 ― 670,000 ― 670,000 2.68

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 379 393 450 800 914 917

最低(円) 305 308 351 443 675 835

(注) 　東京証券取引所市場第一部における株価を記載しております。 

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までに役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、監査法人保森会計事務所により四半期レビューを受けております。

なお、当社は前第２四半期連結会計期間に係る四半期報告書の訂正報告書を提出していますが、訂正後の

四半期連結財務諸表について、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、監査法人保森会計事務

所により四半期レビューを受け、改めて独立監査人の四半期レビュー報告書を受領しております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,509 5,915

受取手形及び売掛金 12,948 12,588

たな卸資産 ※１
 7,792

※１
 8,446

その他 4,947 5,409

貸倒引当金 △790 △793

流動資産合計 32,407 31,566

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※３
 28,057 27,699

減価償却累計額 △15,525 △15,285

建物及び構築物（純額） 12,531 12,413

土地 ※３
 17,606 17,644

その他 3,319 3,684

減価償却累計額 △1,642 △1,556

その他（純額） 1,677 2,127

有形固定資産合計 31,816 32,186

無形固定資産

ソフトウエア 2,037 2,250

その他 117 115

無形固定資産合計 2,155 2,366

投資その他の資産

投資有価証券 1,132 1,143

敷金 10,824 10,904

その他 4,456 4,668

貸倒引当金 △507 △480

投資その他の資産合計 15,906 16,234

固定資産合計 49,877 50,787

資産合計 82,285 82,354
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,748 8,172

短期借入金 ※３
 22,408 23,951

1年内償還予定の社債 3,000 －

未払法人税等 257 106

賞与引当金 406 333

ポイント引当金 198 226

その他 3,389 3,729

流動負債合計 37,407 36,519

固定負債

社債 － 2,000

長期借入金 ※３
 2,457 2,271

退職給付引当金 2,323 2,234

負ののれん 8 9

リース債務 1,159 816

その他 4,305 4,476

固定負債合計 10,254 11,809

負債合計 47,662 48,329

純資産の部

株主資本

資本金 15,072 15,072

資本剰余金 9,928 9,928

利益剰余金 13,440 13,122

自己株式 △614 △614

株主資本合計 37,826 37,508

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △78 △327

繰延ヘッジ損益 △28 △9

土地再評価差額金 △3,119 △3,165

為替換算調整勘定 23 19

評価・換算差額等合計 △3,203 △3,483

純資産合計 34,623 34,025

負債純資産合計 82,285 82,354
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 41,123 43,414

売上原価 29,940 32,403

売上総利益 11,183 11,010

販売費及び一般管理費 ※１
 12,451

※１
 10,437

営業利益又は営業損失（△） △1,268 573

営業外収益

受取利息 124 114

グループ店店舗等賃貸収入 414 －

受取手数料 219 193

その他 304 221

営業外収益合計 1,062 530

営業外費用

支払利息 208 215

グループ店店舗等賃貸原価 206 －

持分法による投資損失 115 54

その他 53 174

営業外費用合計 584 444

経常利益又は経常損失（△） △789 658

特別利益

固定資産売却益 51 2

投資有価証券売却益 381 41

貸倒引当金戻入額 20 4

その他 2 －

特別利益合計 455 48

特別損失

固定資産売却損 － 1

固定資産除却損 8 68

投資有価証券評価損 249 17

投資有価証券売却損 0 2

たな卸資産評価損 118 －

減損損失 97 101

その他 － 6

特別損失合計 473 198

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△807 508

法人税、住民税及び事業税 173 238

法人税等調整額 2,031 △192

法人税等合計 2,205 46

四半期純利益又は四半期純損失（△） △3,013 461
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 21,231 22,446

売上原価 15,525 16,888

売上総利益 5,706 5,558

販売費及び一般管理費 ※１
 6,039

※１
 5,038

営業利益又は営業損失（△） △333 519

営業外収益

受取利息 65 56

グループ店店舗等賃貸収入 207 －

受取手数料 105 97

その他 219 99

営業外収益合計 599 253

営業外費用

支払利息 108 109

グループ店店舗等賃貸原価 103 －

持分法による投資損失 49 66

その他 43 70

営業外費用合計 304 246

経常利益又は経常損失（△） △39 526

特別利益

固定資産売却益 1 0

投資有価証券売却益 381 41

貸倒引当金戻入額 17 3

その他 0 －

特別利益合計 400 44

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 5 40

投資有価証券評価損 231 －

投資有価証券売却損 0 1

減損損失 97 101

その他 － 5

特別損失合計 334 148

税金等調整前四半期純利益 27 421

法人税、住民税及び事業税 43 31

法人税等調整額 1,914 △37

法人税等合計 1,957 △5

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,930 427
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△807 508

減価償却費 952 1,146

減損損失 97 101

のれん償却額 0 △1

たな卸資産評価損 118 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 48 23

ポイント引当金の増減額（△は減少） 46 △28

賞与引当金の増減額（△は減少） △7 72

退職給付引当金の増減額（△は減少） 119 89

受取利息及び受取配当金 △147 △132

支払利息 208 215

投資有価証券売却損益（△は益） △381 △38

投資有価証券評価損益（△は益） 249 17

持分法による投資損益（△は益） 115 54

固定資産売却損益（△は益） △51 △0

固定資産除却損 8 68

売上債権の増減額（△は増加） 13 136

仕入債務の増減額（△は減少） 792 528

たな卸資産の増減額（△は増加） 836 654

その他の資産・負債の増減額 143 △758

小計 2,354 2,659

利息及び配当金の受取額 120 104

利息の支払額 △193 △193

法人税等の支払額 △658 △106

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,622 2,463

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △606 △2

投資有価証券の売却による収入 690 273

関係会社株式の取得による支出 △199 △9

関係会社株式の売却による収入 39 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

△226 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△487 －

有形固定資産の取得による支出 △425 △685

有形固定資産の売却による収入 86 16

貸付けによる支出 △989 △105

貸付金の回収による収入 1,767 409

敷金及び保証金の差入による支出 △652 △562

敷金及び保証金の回収による収入 242 284

無形固定資産の取得による支出 △805 △97

無形固定資産の売却による収入 0 －

投資その他の資産の増減額（△は増加） △85 108

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,651 △370
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 534 △1,187

長期借入金の返済による支出 △1,482 △1,319

長期借入れによる収入 100 1,150

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 4 －

社債の発行による収入 － 1,000

配当金の支払額 △195 △97

リース債務の返済による支出 － △74

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,040 △529

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,069 1,563

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 30

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △12 －

現金及び現金同等物の期首残高 4,404 5,855

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,322

※1
 7,449
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日  至  平成21年９月30日）

１　連結の範囲に関する事項の変更

（1）連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、平成21年２月に新規設立した㈱北海道イエローハット、㈱静甲イエローハット、

㈱四国イエローハット、㈱南九州イエローハット、㈱イエローハット・バイクスの５社は重要性が増したことに

より連結の範囲に含めております。

（2）変更後の連結子会社の数

11社

 

２　会計処理基準に関する事項の変更

　 「グループ店店舗等賃貸収入」及び「グループ店店舗等賃貸原価」の会計処理方法の変更

グループ企業に対する不動産等賃貸において発生する収益及び費用に関し、従来の表示科目である「グループ

店店舗等賃貸収入」（営業外収益）は「売上高」に、同じく「グループ店店舗等賃貸原価」（営業外費用）及び

「販売費及び一般管理費」に計上していた関連費用は「売上原価」に、計上方法の変更をいたしました。

　当該不動産賃貸については、従来カー用品販売の拡大に資する付随的な取引との認識のもとで営業外の損益と

して表示しておりましたが、今般専門部署を新設し収益事業の一つとして位置づけたことにより変更を行ったも

のです。

　また、不動産等を賃借し転貸していた場合においては、賃貸料と賃借料の差額を「グループ店店舗等賃貸収入」

（営業外収益）として処理しておりましたが、新設専門部署の事業性・採算性を明確にすることを目的に、賃貸

料は「売上高」に、賃借料は「売上原価」にそれぞれ総額で表示することといたしました。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第２四半期連結累計期間の「売上高」「売上原価」は

それぞれ21億89百万円、21億66百万円の増加、「販売費及び一般管理費」は66百万円減少し「営業利益」は89百

万円の増加、「営業外収益」「営業外費用」はそれぞれ４億25百万円、３億35百万円減少しますが、「経常利益」

及び「税金等調整前四半期純利益」への影響はありません。

 

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日  至  平成21年９月30日）

(四半期連結貸借対照表関係）

前第２四半期連結会計期間において、固定負債の「その他」に含まれていた「リース債務」は、負債及び純資産の

合計額の100分の1を越えたため、当第２四半期連結会計期間では区分提記することとしております。なお、前第２

四半期連結会計期間の固定負債の「その他」に含まれる「リース債務」は203百万円であります。
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【簡便な会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間
 (自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　棚卸資産の収益性低下に基づく簿価の切下げの方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行う方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　　　当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　　　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　たな卸資産の内訳
商品 7,562百万円
仕掛品 25　〃
原材料及び貯蔵品 203　〃
計 7,792百万円

 

※１　たな卸資産の内訳
商品 8,182百万円
仕掛品 25　〃
原材料及び貯蔵品 238　〃
計 8,446百万円　

　２　偶発債務
　　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に対
して、次の通り保証を行っております。

㈱アップル 484百万円

　２  偶発債務
　　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に対
して、次の通り保証を行っております。

㈱アップル 476百万円
 

※３　担保に供している資産
土地 7,032百万円
建物及び構築物 6,394　〃
　 　

（上記に対応する債務） 　
短期借入金 16,480百万円
長期借入金 1,500　〃

 

─────────────────
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

賃借料 2,003百万円

給与手当 4,143　〃

賞与引当金繰入額 615　〃

減価償却費 785　〃

退職給付費用 383　〃

貸倒引当金繰入額 107　〃

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

賃借料 1,662百万円

給与手当 3,518　〃

賞与引当金繰入額 384　〃

減価償却費 711　〃

退職給付費用 452　〃

貸倒引当金繰入額 86　〃

 

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

賃借料 985百万円

給与手当 2,028　〃

賞与引当金繰入額 262　〃

減価償却費 408　〃

退職給付費用 200　〃

貸倒引当金繰入額 5　〃

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

賃借料 813百万円

給与手当 1,717　〃

賞与引当金繰入額 141　〃

減価償却費 359　〃

退職給付費用 161　〃

貸倒引当金繰入額 29　〃

 
　

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,382百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △60  〃

現金及び現金同等物 3,322百万円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 7,509百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △60  〃

現金及び現金同等物 7,449百万円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至 平成21年９月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 24,961,573

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 611,336

　

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成21年６月26日
　　　定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97 4平成21年３月31日 平成21年６月29日

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第２四半期連結会計期間末までに属する配当のう　

　　ち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後となるもの　　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成21年11月6日
取締役会

普通株式 利益剰余金 97 4 平成21年９月30日 平成21年12月8日

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

　　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

　しい変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

　　　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著

　　しい変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　　当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

 該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　
カー用品等
販売事業
(百万円)

賃貸
不動産事業
(百万円)

計
 

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
 

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

20,728 502 21,231 ― 21,231

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 20,728 502 21,231 ─ 21,231

営業費用 21,165 399 21,564 ─ 21,564

営業利益又は
営業損失（△）

△436 103 △333 ― △333

(注) １　事業区分の方法　
事業区分は、商品等の種類とその市場を考慮し、カー用品等販売事業と賃貸不動産事業に区分しております。

　
２　各事業区分の主要商品等

事業区分 主要商品等

カー用品等販売
タイヤ・ホイール商品、オーディオ・ビジュアル商品、
洗車・オイル・ケミカル商品 他

賃貸不動産 不動産等の賃貸

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。

　

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　
カー用品等
販売事業
(百万円)

賃貸
不動産事業
(百万円)

計
 

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
 

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

20,847 1,599 22,446 ─ 22,446

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 20,847 1,599 22,446 ─ 22,446

営業費用 20,434 1,492 21,927 ─ 21,927

営業利益 412 106 519 ─ 519

(注) １　事業区分の方法　
事業区分は、商品等の種類とその市場を考慮し、カー用品等販売事業と賃貸不動産事業に区分しております。

２　各事業区分の主要商品等

事業区分 主要商品等

カー用品等販売
タイヤ・ホイール商品、オーディオ・ビジュアル商品、
洗車・オイル・ケミカル商品 他

賃貸不動産 不動産等の賃貸

３　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。
　
　

EDINET提出書類

株式会社イエローハット(E02735)

四半期報告書

23/31



前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　
カー用品等
販売事業
(百万円)

賃貸
不動産事業
(百万円)

計
 

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
 

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

40,124 998 41,123 ― 41,123

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 40,124 998 41,123 ─ 41,123

営業費用 41,647 743 42,391 ─ 42,391

営業利益又は
営業損失（△）

△1,522 254 △1,268 ― △1,268

(注) １　事業区分の方法　
事業区分は、商品等の種類とその市場を考慮し、カー用品等販売事業と賃貸不動産事業に区分しております。

２　各事業区分の主要商品等

事業区分 主要商品等

カー用品等販売
タイヤ・ホイール商品、オーディオ・ビジュアル商品、
洗車・オイル・ケミカル商品 他

賃貸不動産 不動産等の賃貸

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。
　
　

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　
カー用品等
販売事業
(百万円)

賃貸
不動産事業
(百万円)

計
 

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
 

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

40,244 3,170 43,414 ─ 43,414

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 40,244 3,170 43,414 ─ 43,414

営業費用 39,920 2,920 42,841 ─ 42,841

営業利益 323 249 573 ─ 573

(注) １　事業区分の方法　
事業区分は、商品等の種類とその市場を考慮し、カー用品等販売事業と賃貸不動産事業に区分しております。

２　各事業区分の主要商品等

事業区分 主要商品等

カー用品等販売
タイヤ・ホイール商品、オーディオ・ビジュアル商品、
洗車・オイル・ケミカル商品 他

賃貸不動産 不動産等の賃貸

３　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用は、ありません。
４　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載いたしましたとおり、第１四半期
連結会計期間からグループ企業に対する賃貸不動産事業において発生する収益及び費用に関し、計上方法の
変更をいたしました。この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の影響額は、「売上高」で21億89百万円（増
加）、「営業費用」で20億99百万円（増加）及び「営業利益」で89百万円（増加）となっております。
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【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結

会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４

月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30

日）

　全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める日本の割合が、いずれも90％

を超えている為、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

海外売上高が、いずれも連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 1,421.88円
　

　 　

　 1,397.34円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 34,623 34,025

普通株式に係る純資産額(百万円) 34,623 34,025

普通株式の発行済株式数(千株) 24,961 24,961

普通株式の自己株式数(千株) 611 611

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 24,350 24,350

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失 123.75円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

１株当たり四半期純利益 18.97円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

(注) 1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失（△）(百万円)

△3,013 461

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失（△）(百万円)

△3,013 461

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,349 24,349
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失 79.29円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

１株当たり四半期純利益 17.55円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

(注) 1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失（△）(百万円)

△1,930 427

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失（△）(百万円)

△1,930 427

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,350 24,349

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

第52期（自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日）中間配当については、平成21年11月６日開催の取

締役会において、平成21年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿の記載又は記録された株主に対し、

次のとおり中間配当を行なうことを決議いたしました。

①　配当金の総額……………………………………… 97百万円

②　１株当たりの金額………………………………… ４円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日……… 平成21年12月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年8月5日

株式会社イエローハット

取締役会  御中

　

監査法人　　保森会計事務所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    矢　部    豊　　　　印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    大　東　幸　司　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社イエローハットの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成

20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イエローハット及び連結子会社の平

成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

1．継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況に記載のとおり、タームローン契約の財務制限条

項に抵触する事実が存在している。当該事象により継続企業の前提に関する重要な疑義が存在している。

当該状況に対する経営者の対応等は当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提

として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表には反映していない。

2．「四半期報告書の訂正報告書の提出理由」に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４

の７第４項の規定に基づき、四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務

諸表について四半期レビューを行っている。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月11日

株式会社　イエローハット

取締役会  御中

　

監査法人　保森会計事務所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　大　東　幸　司    印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士  　横　山　　博   　 印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　山　貴　久    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社イエローハットの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イエローハット及び連結子会社の平

成21年9月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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